
 
 

   

  
 

 
 

古
川
健
治
村
長
と
面
談 

    
 

戸
田
助
役
に 

 
 
 
 
 

要
請
書
を
渡
す 

  

 

三
月
二
二
日
（
水
）
青

森
県
六
ヶ
所
村
議
会
全

員
協
議
会
開
催
の
日
、

《
岩
手
県
住
民
に
説
明
会

を
行
わ
な
い
ま
ま
、
安
全

協
定
を
結
ば
な
い
で
ほ
し

い
》
な
ど
の
緊
急
要
望
を

内
容
と
す
る
要
請
行
動

が
、
六
ヶ
所
村
に
対
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

全
員
協
議
会
終
了
後

の
時
間
を
割
い
て
要
請
団

に
面
会
し
た
古
川
健
治

村
長
は
「
安
全
協
定
締
結

は
慎
重
な
姿
勢
で
進
め
る
。

岩
手
や
宮
城
な
ど
三
陸

の
沿
岸
住
民
へ
の
説
明
会

開
催
要
望
に
つ
い
て
は
、

原
燃
に
伝
え
る
」
と 

回

答
し
ま
し
た
。 

行
動
を
行
っ
た
の
は

「
岩
手
の
会
」
永
田
文
夫

世
話
人
、
「
豊
か
な
三
陸

の
海
を
守
る
会
」
菅
野
和

夫
事
務
局
長
、
「
気
仙

沼
・
本
吉
の
会
・
漁
民
有

志
」
代
表
小
野
寺
雅
之
さ

ん
ら
六
人
。
村
長
面
談
は

「
再
処
理
と
め
よ
う
！
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
青

森
県
世
話
人
の
福
澤
定

岳
さ
ん
ら
の
要
請
と
合

同
で
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戸
田
助
役
を
通
じ 

要
望
書
提
出 

  

要
請
団
は
議
会
事
務
局

に
お
い
て
村
議
会
議
長
宛

要
請
書
を
手
渡
し
、
さ
ら

に 

村
議
会
議
員
二
十
人
へ

の
要
望
書
の
配
布
を
依
頼

し
ま
し
た
。 

 
 

午
後
一
時
に
は 

戸
田

助
役
と
面
会
し
三
団
体
か

ら
の
次
の
よ
う
な
要
望
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
岩
手
の
会
要
望
事
項
」  

「
六
ヶ
所
村
は
、
日
本
原

燃
（
株
）
が
岩
手
県
民
、
特

に
三
陸
沿
岸
漁
業
に
た
ず

さ
わ
る
県
民
へ
『
工
場
か
ら

海
洋
へ
放
出
す
る
放
射
能
に

よ
る
三
陸
沿
岸
漁
業
な
ど
へ

の
影
響
』
に
つ
い
て
説
明
し

理
解
を
得
た
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。
そ
れ
ま
で
は
、

使
用
済
み
核
燃
料
に
よ
る

再
処
理
工
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
操
業
を
始
め
る
た
め

の
安
全
協
定
を
結
ば
な
い
こ

と
」 

＊
「
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
、

「
気
仙
沼
・
本
吉
の
会
」
の
要

請
内
容
も
ほ
ぼ
同
様
。 

 

全
員
協
議
会
傍
聴 

  

全
員
協
議
会
は
、
二
時
か

ら
開
催
さ
れ
、
要
請
団
も

傍
聴
出
来
ま
し
た
。 

 

古
川
村
長
は
「
昨
日
二
階

経
済
産
業
大
臣
が
来
村
し
、

《
青
森
を
核
の
最
終
処
分
場

に
し
な
い
》
と
い
う
約
束
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
再
処
理

に
つ
い
て
は 

村
民
の
安
全

を
第
一
義
に
進
め
る
」
と
語

り
ま
し
た
。
次
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
に
つ
い
て
の
「
安
全

協
定
・
地
区
説
明
会
」
の
結

果
報
告
が
あ
り
、
村
議
に
よ

る
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

早
急
に
安
全
協
定
を
結

ぶ
べ
き
と
の
発
言
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
「
何
故
今

頃
に
な
っ
て
、
岩
手
か
ら 

放
射
能
汚
染
の
心
配
が
出

て
き
た
の
か
不
思
議
で
あ

る
」
、 

「
安
全
に
つ
い
て
は
確

信
し
て
い
る
。
し
か
し
、
誤

報
や
風
評
被
害
、
テ
ロ
に
つ

い
て
は
心
配
で
あ
る
」
な
ど

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。  

さ
ら
に
「
煙
突
が
約
一
五

〇
㍍
あ
る
と
言
う
が
三
キ
ロ

し
か
離
れ
て
い
な
い
役
場
に 

ク
リ
プ
ト
ン
な
ど
の
排
ガ
ス

が
吹
き
付
け
る
危
険
は
な
い

の
か
。
な
ぜ 

除
去
装
置
が 

削
除
さ
れ
た
の
か
」
な
ど
の

質
問
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

注
目
さ
れ
た
の
は
、
「
今

日
配
布
さ
れ
た
岩
手
の
《
要

望
書
》
に
、
『
廃
液
は 

四
万

七
千
人
分
の
経
口
致
死
量 

云
々
』
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
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古川健治村長と面談  
「岩手での説明会については原燃に伝える」 など回答 



間
違
っ
た
知
識
で
騒
い
で
い

る
」
と
い
う
発
言
や
、
「
三
陸

に
温
排
水
（
マ
マ
）
が
流
れ
て

い
っ
た
と
し
て
も
、
薄
ま
る
の

で
・
・
」
な
ど
と
い
う
、
「
再
処

理
」
と
「
一
般
原
発
」
と
の
違

い
も
あ
い
ま
い
に
し
た
発
言

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。 

 

古
川
村
長
と
の
面
談 

 

四
時
か
ら
十
分
間
で
し
た

が
、
「
再
処
理
を
と
め
よ

う
！
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
要
請
行
動
に
合
流
し
、
古

川
村
長
と
面
談
出
来
ま
し

た
。 

全
国
要
請
の
後
、
岩

手
・
宮
城
の
三
団
体
か
ら
も

要
請
書
の
趣
旨
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

要
請
団
は
、
「
再
処
理
の

廃
液
は 

一
般
原
発
の
冷
却

水
で
は
な
い
。
放
射
能
そ
の

も
の
が
流
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

三
陸
ま
で
流
れ
て
来
て
害

を
与
え
る
こ
と
は
充
分
考

え
ら
れ
る
」 

「
三
陸
の
漁
民

は 

越
前
ク
ラ
ゲ
で
困
っ
て
い

る
の
に
更
に
放
射
能
の
心
配

で
生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
」
な
ど
と
力
説
し
ま
し

た
。  

 

こ
れ
に
対
し
て 

古
川
村

長
は 

「
私
も
漁
業
の
経
験

が
あ
り
、
心
配
は
よ
く
わ
か

る
。
住
民
説
明
会
の
要
請
は
、

原
燃
に
伝
え
た
い
。
」
と
回

答
し
ま
し
た
。
（
取
材
・
尚
） 

                       

日
本
原
燃
（
株
）
は
、
三

月
十
六
日
、
「
現
場
視
察
、

説
明
会
を
二
四
日
に
行
う

の
で
、
県
、
沿
岸
市
町
村
、

漁
連
の
責
任
あ
る
立
場
の

人
に
限
っ
て
六
ヶ
所
工
場
に

き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
回
答

を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
熊
坂

義
裕
宮
古
市
長
が
「
説
明

を
聞
き
た
け
れ
ば
出
向
い
て

来
い
と
い
う
あ
ま
り
に
不
誠

実
な
回
答
で
驚
い
て
い
る
」

と
所
感
を
発
表
す
る
な
ど
、

各
方
面
か
ら
、
驚
き
や
批

判
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

十
五
市
町
村
全
て
か
ら
は

二
四
日
の
現
地
説
明
会
に

欠
席
の
回
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。  

増
田
寛
也
知
事
も
「
要

請
の
趣
旨
は
岩
手
県
内
で

説
明
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
、
そ

の
実
現
を
求
め
る
」
と
再
度

要
請
文
を
発
送
し
ま
し
た
。 

岩
手
漁
連
は
二
二
日
、

理
事
会
を
開
催
し
て
、
「
二

四
日
の
現
地
視
察
会
に
は

出
席
し
な
い
。
少
な
く
と
も

宮
古
、
釜
石
、
久
慈
、
大
船

渡
の
四
カ
所
で
開
催
し
て
一

般
漁
民
に
も
広
く
開
放
し

て
直
接
説
明
し
て
ほ
し
い
」

と
要
請
し
ま
し
た
。 

雫
石
町
か
ら
も 

説
明
会
要
請
書 

 

雫
石
町
は 

二
二
日
中
屋

敷
十
町
長
名
で 

日
本
原

燃(

株)

に
対
し
て
「
観
光
業

者
や
町
民
が
海
産
物
に
不

安
を
持
つ
と
し
た
ら
大
変
で

あ
る
。
内
陸
部
で
も
説
明
会

を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

請
書
を
発
送
し
ま
し
た
。 

 洋
野
町
議
会
が
意
見
書

採
択 

洋
野
町
議
会
は
三
月
二
一

日
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か

ら
守
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
を
採
択
し
閉
会
し
ま

し
た
。 

愛
知
・岐
阜
の
二
一
団
体 

岩
手
県
事
務
所
に 

要
望
書 

「
放
射
能
の
ゴ
ミ
は
い
ら
な

い
！
市
民
ネ
ッ
ト
岐
阜
」
な

ど
愛
知
・
岐
阜
両
県
の
二
一

市
民
団
体
代
表
は
三
月
十

五
日
、
名
古
屋
市
の
岩
手

県
事
務
所
を
訪
れ
て
、
再

処
理
か
ら
海
産
物
を
守
る

よ
う
に
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。 

 
 

三
月
十
七
日
（
金
）
、
田

老
漁
協
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

田
老
漁
協
青
年
・
女
性
部

と
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
と
の
共
催
に
よ
る
「
再

処
理
か
ら
海
を
守
る
た
め
の

学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

田
村
剛
一
「
守
る
会
」
会

長
は
、
「
私
た
ち
の
三
陸
の

海
が
今
、
六
ヶ
所
の
再
処
理

工
場
の
放
射
能
廃
液
に
よ
っ

て
汚
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い

危
機
に
あ
り
ま
す
。
昨
年

夏
以
来
、
宮
古
、
陸
前
高
田
、

宮
古
、
山
田
、
釜
石
と
学
習

会
を
重
ね
、
今
回
の
田
老
は

六
回
目
に
な
り
ま
す
。 

 

日
本
原
燃
（
株
）
は
、
二
月

の
私
た
ち
の
「
住
民
へ
の
説
明

会
」
要
請
を
断
わ
り
、
沿
岸

市
町
村
長
や
岩
手
県
知
事

の
要
請
に
も
、
『
知
り
た
け

れ
ば
六
ヶ
所
工
場
に
来
て
ほ

し
い
』
と
い
う
回
答
で
す
。
説

明
責
任
も
果
さ
な
い
ま
ま
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は
許
せ
ま

せ
ん
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

講
師
と
し
て
招
か
れ
た

「
岩
手
の
会
」
永
田
文
夫
世

話
人
が
、
プ
レ
ゼ
ー
テ
ン
シ
ョ

ン
機
器
を
使
っ
て
一
時
間
に

わ
た
っ
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
「
海
産
物
を

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
は
消

費
者
も
困
る
。
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
な
ぜ
や
ら
な
い
の
か
」

「
ド
イ
ツ
で
国
策
と
し
て
の

再
処
理
を
や
め
さ
せ
た
例

の
、
詳
細
を
知
り
た
い
」
「
真

崎
の
ワ
カ
メ
を
守
り
た
い
、
」

「
守
る
会
は
全
く
の
身
銭
を

切
っ
て
の
活
動
と
言
う
が 

カ
ン
パ
を
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

学
習
会
で
は
、
あ
り
合

わ
せ
の
ハ
ガ
キ
で
、
日
本
原

燃
・
青
森
県
・
六
ヶ
所
村
に

「
再
処
理
で
三
陸
の
海
に
放

射
能
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
書
い
て
投
函
す
る
運

動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
取
材
・尚
） 

田老漁協青年・女性部 

再処理から 

海を守る学習会 

３月１７日 １１０人結集 

日本原燃の「呼びつけ説明会」に驚きの声 

 何故 岩手に来て 

直接住民に説明しないの？ 
県知事・１３市町村・漁連など再要請 


